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年末年始
「見える・見せる」と「飲酒運転０

ゼロ

」で

交通事故をなくそう！
交通政策課（☎�５５０８）

　今年もあとわずかとなりました。

　人や車の往来が多くなり、何かと慌ただしい年末年始は、交通事故が増える傾向にあります。また、

忘年会・新年会などでお酒を飲む機会が増える時期でもありますが、飲酒運転は絶対にしないでください。

　家族みんなが笑顔で新たな年を迎えることができるよう、身近に潜んでいる事故の危険性について一

人一人が理解し、予防策をしっかりと実行しましょう。

夕暮れ時、ちょっと早めのライト・オン

飲酒運転の根絶を

　この季節は日没時間が一年で最も早い時期です。

　夕暮れ時は、薄暗くて見えにくい上、帰りを急ぐ気持ちか

ら、安全確認がおろそかになりがちです。

　車を運転するときは、早めのライト点灯と上向き・下向き

ライトの小まめな切り替えにより、周囲をよく確認するとと

もに、自分の車の存在を歩行者に知らせましょう。

歩行者は反射材を着けて身を守ろう
　最近の交通事故の特徴として、高齢者や夜間の歩行

者が亡くなるケースが多く見られます。

　夜間に外出するときは、明るい服装と反射材で自分

の存在を運転者に知らせ、安全を確保しましょう。タ

スキ以外にもリストバンドや反射材付きの靴なども併

用し、あらゆる方向から見えるようにしましょう。

　飲酒運転をすると、見落としや操作ミスが増えたり、反応

が遅くなったりするなど、交通事故を起こす危険性が高くな

ります。

　飲酒運転は犯罪です。お酒を飲んだら、絶対に車を運転し

てはいけません。

反射材によって自分の存在を
知らせましょう
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平
成
27
年
１
月

１
日
か
ら
、
70
歳

未
満
の
人
の
所
得

区
分
が
３
区
分
か

ら
５
区
分
に
変
わ

り
、
医
療
費
自
己

負
担
限
度
額
が
変

更
さ
れ
ま
す
。（
下

図
参
照
）

　

す
で
に
平
成
26

年
８
月
１
日
以
降

の
限
度
額
認
定
証

を
持
っ
て
い
る
人

に
は
、
平
成
27
年

１
月
１
日
か
ら
の

認
定
証
を
12
月
下

旬
に
郵
送
し
ま

す
。（
申
請
は
必

要
あ
り
ま
せ
ん
）

※
70
歳
以
上
の
人

は
変
更
あ
り
ま
せ

ん
。

70 歳 未満の人の自己負担限度額

医
療
保
険
課（
☎
㉑
５
６
４
６
）

平
成
27
年
１
月
か
ら

医
療
費
自
己
負
担
限
度
額
が
変
更
さ
れ
ま
す

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
70
歳
未
満
の
皆
さ
ん
へ

変更前　平成26年12月31日まで

変更後　平成27年１月１日から

所得区分 同一世帯の被保険者全
員の総所得金額の合計 自己負担限度額（１カ月単位） 認定証

の表示
上　位
所得者

600万円超 150,000円＋（総医療費－500,000円）×1％
[83,400円] Ａ

一　般
600万円以下

80,100円＋（総医療費－267,000円）×１％
[44,400円] Ｂ

住民税
非課税

35,400円
[24,600円] Ｃ

所得区分 同一世帯の被保険者全
員の総所得金額の合計 自己負担限度額（１カ月単位） 認定証

の表示

上　位
所得者

901万円超 252,600円＋（総医療費－842,000円）×１％
[140,100円] ア

600万円超
901万円以下

167,400円＋（総医療費－558,000円）×１％
[93,000円] イ

一　般

210万円超
600万円以下

80,100円＋（総医療費－267,000円）×１％
[44,400円] ウ

210万円以下 57,600円
[44,400円] エ

住民税
非課税

210万円以下 35,400円
[24,600円] オ

※［　　］内は、過去１年間で４回以上該当した場合の４回目以降の限度額。
※総所得金額＝収入総額－必要経費－給与所得控除－公的年金等控除－33万円

学
校
統
合
に
向
け
て
⑧

教
育
総
務
課（
☎
㉒
７
８
９
３
）

　

校
名
案
公
募
後
、
統
合
準
備

会
で
協
議
し
て
校
名
候
補
を
選

定
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
９
月

の
教
育
委
員
会
で
協
議
さ
れ
、

「
桜

さ
く
ら
は
ま浜

中
学
校
」（
仮
称
）に
選
定

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
、
統
合
準
備
会
で
は
、

統
合
校
の
校
名
を
「
桜
浜
中
学

校
」（
仮
称
）
と
し
て
さ
ま
ざ
ま

な
協
議
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

豊
浜
中
学
校
・
北
浜
中
学
校
「
統
合
校
の
校
名
を
選
定
」

　

統
合
校
の
校
舎
建
築
の
た

め
、
宮
川
中
学
校
の
運
動
場
に

お
い
て
仮
設
校
舎
の
建
築
工
事

が
始
ま
り
ま
す
。
生
徒
や
保
護

者
の
皆
さ
ん
、
学
校
周
辺
に
お

住
ま
い
の
皆
さ
ん
に
は
、
大
変

ご
不
便
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、

校
舎
建
築
に
ご
理
解
・
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

宮
川
中
学
校
・
沼
木
中
学
校
「
校
舎
建
築
工
事
の
お
知
ら
せ
」

　

統
合
校
の
校
名
案
を
公
募
し

た
結
果
、
３
０
４
通
の
応
募
が

あ
り
ま
し
た
。
今
後
、
こ
れ
ら

を
も
と
に
校
名
候
補
を
協
議
し

て
い
き
ま
す
。
応
募
さ
れ
た
校

名
案
な
ど
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

神
社
小
学
校
・
大
湊
小
学
校
「
統
合
校
の
校
名
案
募
集
結
果
」
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た
。

　

小
学
生
の
部
・
中
学
生
の
部

そ
れ
ぞ
れ
の
上
位
３
賞
を
紹
介

し
ま
す
。

　

ご
み
の
減
量
・
資
源
化
に
対

す
る
意
識
を
高
め
る
た
め
、小
・

中
学
生
か
ら
「
ご
み
ゼ
ロ
ポ
ス

タ
ー
」
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、

９
５
１
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し

　

 

ご
み
ゼ
ロ
ポ
ス
タ
ー
入
賞
作
品 　

清
掃
課（
☎
37
１
４
４
３
）

シ
リ
ー
ズ
資
源

め
ざ
せ
！ 

ご
み
ゼ
ロ
の
ま
ち

中
学
生
の
部

小
学
生
の
部

議長賞
永野智子さん

（小俣小５年）

議長賞
森北 華さん

（厚生中３年）

市長賞
堀尾 彩さん

（倉田山中１年）

市長賞
中川心愛さん

（城田小３年）

教育長賞
幸田奈々さん

（宮川中１年）

教育長賞
野口美結さん

（二見小２年）

　伊勢総合病院に勤務しようとする看

護学生に対し、奨学金を貸与します。

　貸与期間と同じ期間、伊勢総合病院

の看護師として勤務した場合は、貸与

額の全額を返還免除します。
　伊勢総合病院では、地域医療を支える

伊勢総合病院に勤務しようとする医学

生・看護学生のために奨学基金を設けて

おり、この基金を活用して奨学金を貸与

し、医師・看護師の人材確保を図ってい

ます。

　この基金は、病院からの拠出金と皆さまからの寄附金で成り立

っており、これまで多くの学生に対して貸与し有効活用させてい

ただいています。

　充実した医療が受けられる体制づくりのための医師・看護師奨

学基金に、ご協力をお願いします。

＜寄附の方法について＞
　伊勢総合病院へ直接申し込む方法と、「ふるさと応援寄附金」

として申し込む方法があります。

◆直接申し込む場合…同病院のホームページをご覧いただくか、
同病院経営企画室へ問い合わせてください。

◆ふるさと応援寄附金として申し込む場合…市のホームページを
ご覧ください。

充実した医療体制のために
医師・看護師奨学基金へのご協力を

対　　象　看護学生
　　　　　（平成27年４月の新１年生）

募集人数　10人程度
貸与開始年月　平成27年４月
貸与金額　月額７万円
申し込み　平成27年１月９日㈮（必着）

までに、申込書・必要書類を

伊勢総合病院経営企画室へ

選 考 日　１月25日㈰（時間・場所は
申込者へ連絡します）

※申込書は伊勢総合病院経営企画室に

あります。また、同病院のホームペ

ージ（ http://hospital.city.ise.mie.jp/）

に掲載しています。

伊勢総合病院経営企画室（☎�９０５３）

集看 護 師 奨 学 生 を 募
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不
審
電
話
対
策

○
詐
欺
と
思
わ
れ
る
不
審
な
電

話
が
か
か
っ
て
き
た
ら
、
一
度

電
話
を
切
り
、
家
族
や
知
人
、

警
察
、
市
役
所
へ
相
談
し
ま
し

ょ
う
。

し
ま
し
ょ
う
。
泥
棒
は
、
侵
入

に
時
間
が
か
か
れ
ば
か
か
る
ほ

ど
犯
行
を
諦
め
る
の
で
、
窓
を

補
助
錠
で
２
カ
所
締
め
し
た

り
、
防
犯
フ
ィ
ル
ム
を
貼
っ
た

り
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
わ
ず

か
な
時
間
の
外
出
時
や
就
寝
時

も
、
２
階
や
ト
イ
レ
、
風
呂
場

な
ど
の
鍵
掛
け
を
忘
れ
ず
に
し

ま
し
ょ
う
。

○
金
融
機
関
な
ど
で
現
金
を
扱

う
と
き
は
、
後
を
付
け
て
く
る

不
審
な
人
や
車
が
い
な
い
か
、

周
囲
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

○
車
か
ら
離
れ
る
と
き
は
、

キ
ー
を
必
ず
抜
き
、
ド
ア
ロ
ッ

ク
を
し
、
車
内
に
現
金
や
バ
ッ

グ
な
ど
を
置
か
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
バ
イ
ク
や

自
転
車
な
ど
は
２
カ
所
に
鍵
掛

け
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

犯
罪
は
、
私
た
ち
の
身
近
な

所
で
発
生
し
て
い
る
現
実
を
意

識
し
、「
私
は
大
丈
夫
」
で
は

な
く
「
も
し
か
し
た
ら
」
と
考

え
、
自
分
の
こ
と
は
自
分
で
守

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

泥
棒
対
策

○
ま
ず
は
確
実
に
戸
締
ま
り
を

　

最
近
、
私
た
ち
の
身
近
な
所

で
も
窃
盗
や
わ
い
せ
つ
行
為
、

詐
欺
な
ど
が
発
生
し
、
平
穏
な

生
活
が
脅
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

年
末
年
始
は
、
人
も
車
も
慌

た
だ
し
く
動
き
、
事
件
が
増
え

る
傾
向
に
あ
る
た
め
、
伊
勢
警

察
署
に
よ
り
年
末
年
始
特
別
警

戒
取
締
り
が
行
わ
れ
ま
す
。

安
全
で
安
心
な
年
末
年
始
を

迎
え
る
た
め
に

犯
罪
か
ら
生
命
・
財
産
を

守
る
た
め
に

振
り
込
め
詐
欺
撲
滅
に
向
け
て

防
災
行
政
無
線
で
注
意
喚
起

シ
リ
ー
ズ
防
犯

安
全
で
安
心
な

ま
ち
を
め
ざ
し
て

危
機
管
理
課
（
☎
㉑
５
５
２
４
）

活
動
を
合
図
灯
で
明
示
し
、
拍

子
木
を
鳴
ら
し
、
ハ
ン
ド
マ
イ

ク
で
啓
発
す
る
と
い
っ
た
「
目

か
ら
安
心
感
、
耳
か
ら
防
犯
・

防
火
意
識
を
喚
起
す
る
」
活
動

も
し
て
い
ま
す
。

◆
岩
崎
代
表
の
思
い

　

活
動
を
始
め
て
か
ら
は
、
空

き
巣
被
害
は
な
く
な
り
、
そ
の

効
果
を
実
感
し
て
い
ま
す
が
、

最
近
は
不
審
者
情
報
も
多
く
耳

に
す
る
の
で
、「
佐
八
学
区
ま

ち
づ
く
り
の
会
」
で
も
、
各
地

区
の
防
犯
活
動
に
つ
い
て
検
討

を
始
め
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
安
全
で
安
心
な

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
防
犯
活

動
を
、
地
域
ぐ
る
み
で
地
道
に

続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆
結
成
の
経
緯

　

平
成
16
年
12
月
、
大
倉
う
ぐ

い
す
台
団
地
で
空
き
巣
被
害
が

２
日
連
続
で
８
件
発
生
し
ま
し

た
。
住
民
に
と
っ
て
初
め
て
の

こ
と
で
あ
り
、
大
変
不
安
な

日
々
が
続
い
た
こ
と
か
ら
、
自

分
た
ち
の
町
は
自
分
た
ち
で
守

ろ
う
と
、
自
治
会
住
民
で
自
主

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
す
る
こ
と

を
決
め
、
翌
年
５
月
に
「
大
倉

う
ぐ
い
す
台
防
犯
委
員
会
」
を

結
成
し
ま
し
た
。

◆
活
動
内
容

　

約
40
人
の
防
犯
委
員
は
自
治

会
役
員
が
中
心
で
、
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
で
は
、無
理
を
せ
ず
に
、

参
加
で
き
る
人
が
２
組
に
分
か

れ
て
団
地
内
を
徒
歩
で
パ
ト
ロ

ー
ル
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
活

動
中
に
は
古
新
聞
・
空
き
缶
な

ど
の
回
収
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
年
末
に
は
三
連
夜
、

「
年
末
の
防
犯
・
防
火
パ
ト
ロ

ー
ル
」
を
行
い
ま
す
が
、
各
サ

ー
ク
ル
の
代
表
者
や
自
主
参
加

者
も
加
わ
っ
て
、
パ
ト
ロ
ー
ル

大
倉
う
ぐ
い
す
台
防
犯
委
員
会

伊
勢
市
自
主
防
犯
団
体
連
絡
会
会
員
紹
介

　

市
内
で
も
、
高
齢
者
を
中
心

に
振
り
込
め
詐
欺
の
被
害
が
発

生
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
市
内
で
振
り
込
め
詐

欺
な
ど
の
不
審
な
電
話
が
連
続

し
て
入
り
、
皆
さ
ん
へ
の
注
意

喚
起
の
必
要
性
が
あ
る
場
合
に

は
、
防
災
行
政
無
線
に
よ
る
放

送
を
行
い
ま
す
。

開
始
日　

平
成
27
年
１
月
１
日

放
送
内
容
の
例
「
こ
ち
ら
は
広

報
い
せ
で
す
。
本
日
、
伊
勢
市

内
に
、
振
り
込
め
詐
欺
な
ど
の

不
審
な
電
話
が
多
数
か
か
っ
て

い
ま
す
。
電
話
の
相
手
を
確
認

し
、
被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
不
審
な

電
話
が
あ
っ
た
方
は
、
伊
勢
警

察
署
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。」

※
放
送
を
聞
い
た
ら
声
を
掛
け

合
い
、
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

防犯パトロール活動
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４km４km

３km３km

２km２km１km１km

スタート /
ゴール
スタート /
ゴール

伊勢市駅伊勢市駅

JA伊勢
伊勢支店河崎

JA伊勢
伊勢支店河崎

勢
田
川

勢
田
川

スーパースーパー

近鉄近鉄

GSGS

ホテルホテル

倉庫倉庫

南新橋南新橋

伊勢河崎郵便局伊勢河崎郵便局

公園公園

マンションマンション

蔵蔵

薬局薬局

病院病院

伊勢工業高校伊勢工業高校

JRJR

北新橋
北新橋

中橋中橋

清浄
坊橋

清浄
坊橋

有緝小学校有緝小学校

1.5ｍほどの両側歩道
があります。

信号なしの
横断歩道あり。

河崎の趣のある店や
家が並びます。

車通りは少なく
住宅が並びます。

県道に出る交差点で、交通量が
多いので注意が必要です！

田畑が広がる交通量の
少ない道が続きます。

歩行者用の道路があります。
交通量が多いです。

両脇が民家の道幅の狭い道です。
途中に地蔵があります。

片側歩道があります。
車通りが少し多いです。

健康課（☎�２４３５）

体重60㎏の人がこのコースをウォーキングした場合

エネルギー消費量
144㎉

（おにぎり１個〔100g・具なし〕
168㎉で換算）

おにぎり約0.9個分が
消費されたことになります

ウォーキングルート情報
■距離：約4.3㎞　■時間：約55分　■歩数：約6,000歩
■心拍数：平均値 約80～90拍/分（最大心拍数の約40％）
　　　　　最大値 約100拍/分（最大心拍数の約50％）
■起　伏：ほとんど無し
■エネルギー消費量：体重１㎏当たり約2.4㎉
■自覚的運動強度：楽である
■血中乳酸値：2.3→1.8mmol/L（有酸素運動）

～河崎商人の町並みと神久コース～

市内のウォーキングコースを紹介�

　ウォーキングは、「いつでも」「だれでも」「どこでも」気軽にできる健康法です。市内の名所や公

園などを楽しみながら歩いてみてはいかがですか。検証済みのコースからご紹介します。

★ストレス解消
　歩くことにより自律神経のバランスが整えられます。

また、屋外を歩き景色を眺めることで、気分的なリフレ

ッシュ効果も得られます。

★生活習慣病予防
　血中脂質、血糖値などが改善されます。

★骨粗しょう症対策
　歩くことにより無理なく骨に刺激が加わり、骨が強化

されるとともに骨の老化を防ぐことができます。

★老化防止
　歩くことで足の筋肉が活発に働き、大脳が刺激されま

す。脳が刺激されることにより脳細胞が活性化し、老化

を遅らせ、若さを持続させます。

★肥満防止
　多くの酸素を体内に取り入れ、効率良く体脂肪を燃焼

させることができるので、肥満防止だけでなく減量にも

効果的です。

主なウォーキングの健康効果

他のコースは、市のホームページ「くらしのガイド」－「健康」－「ウォーキング」に掲載しています。



6広報いせ ●平成26年12月15日号広報いせ ●平成26年12月15日号

院
や
栄
養
サ
ポ
ー
ト（
Ｎ
Ｓ
Ｔ
）

な
ど
、
院
内
の
複
数
の
部
署
が

連
携
し
て
取
り
組
む
チ
ー
ム
医

療
に
参
加
し
た
り
、
地
域
医
療

連
携
室
を
通
し
て
近
隣
の
医
療

機
関
か
ら
依
頼
さ
れ
る
検
査
を

行
っ
た
り
す
る
こ
と
で
、
地
域

の
皆
さ
ん
の
生
命
や
健
康
の
安

全
・
安
心
に
つ
な
が
る
一
助
に

な
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

正
確
で
精
度
の
高
い
検
査
を

迅
速
に
行
う
こ
と
を
基
本
方
針

に
、「
病
院
に
と
っ
て
も
、
患

者
に
と
っ
て
も
、
な
く
て
は
な

ら
な
い
存
在
」
で
あ
り
続
け
る

た
め
、
臨
床
検
査
室
の
ス
タ
ッ

フ
一
同
、
専
門
知
識
と
技
術
の

向
上
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
安
心
し
て
検
査
を
お

受
け
く
だ
さ
い
。

し
て
、
医
師
が
内
視
鏡
や
手
術

で
採
取
し
た
胃
・
腸
な
ど
の
組

織
を
詳
し
く
調
べ
る
「
病
理
検

査
」の
三
つ
に
分
類
さ
れ
ま
す
。

　

医
師
は
、
検
査
結
果
か
ら
得

ら
れ
た
情
報
を
総
合
的
に
判
断

し
、
病
名
の
診
断
や
治
療
結
果

の
判
定
を
行
い
、
治
療
方
針
を

決
定
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

伊
勢
総
合
病
院
で
は
予
防
医
学

に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
病
気
の
早
期
発
見
や
健
康

維
持
の
指
標
と
な
る
臨
床
検
査

は
、
検
診
や
人
間
ド
ッ
ク
に
お

い
て
欠
か
せ
な
い
存
在
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
検
査
を
、
国
家
資

格
を
持
つ
専
門
の
検
査
技
師
が

病
院
内
で
行
う
こ
と
に
よ
り
、

診
察
前
検
査
や
24
時
間
対
応
の

緊
急
検
査
、
安
全
な
輸
血
が
可

能
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

検
査
技
師
が
、
糖
尿
病
学
習
入

　

病
院
で
診
察
を
受
け
た
と

き
、「
頭
が
痛
い
」「
体
が
だ
る

い
」「
熱
が
あ
る
」
な
ど
と
症
状

を
訴
え
る
と
、
医
師
は
「
○
○

の
検
査
を
し
て
み
ま
し
ょ
う
」

と
、
原
因
を
探
る
た
め
の
検
査

項
目
を
指
示
し
、
必
要
な
検
査

が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
が
臨
床

検
査
で
す
。

　

臨
床
検
査
は
、患
者
の
血
液
・

便
・
尿
な
ど
に
含
ま
れ
る
化
学

成
分
や
病
原
体
の
有
無
を
分
析

す
る
「
検
体
検
査
」
と
、
患
者

に
直
接
検
査
機
器
を
当
て
て
情

報
を
得
る
心
電
図
や
超
音
波
検

査
な
ど
の
「
生
理
検
査
」、
そ

伊
勢
総
合
病
院
シ
リ
ー
ズ
㉖

愛
情
と
誇
り
を
持
て
る

病
院
を
目
指
し
て

伊
勢
総
合
病
院（
☎
㉓
５
１
１
１
）

臨
床
検
査
室

部
署
紹
介
！

べ
た
ら
公
園
だ
っ
た
」「
規
約
に

不
自
然
な
日
本
語
が
あ
っ
た
」

な
ど
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
サ
イ
ト
は
、
悪

質
業
者
が
正
規
の
事
業
者
の
情

報
を
コ
ピ
ー
し
た
詐
欺
的
な
模

倣
サ
イ
ト
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

自
社
サ
イ
ト
の
模
倣
が
存
在
す

る
こ
と
を
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上

で
注
意
喚
起
し
て
い
る
事
業
者

も
あ
り
ま
す
。

　

簡
単
に
利
用
で
き
、
便
利
な

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
で

す
が
、
掲
載
さ
れ
た
情
報
を
無

条
件
に
信
じ
る
こ
と
は
危
険
で

す
。
ま
た
、
代
金
の
先
払
い
に

は
、
リ
ス
ク
が
伴
い
ま
す
。
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
を
利
用
す

る
場
合
は
、「
安
い
か
ら｣

と

い
う
だ
け
で
す
ぐ
申
し
込
ま

ず
、
事
業
者
情
報
を
よ
く
確
認

す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

最
近
、「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

通
販
を
利
用
し
て
商
品
を
購
入

し
、
代
金
を
支
払
っ
た
が
、
商

品
が
届
か
な
い
」
と
い
う
よ
う

な
相
談
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
相
談
者
へ
の

聴
き
取
り
を
行
う
中
で
、
利
用

し
て
い
る
サ
イ
ト（
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
）
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う

な
不
審
な
点
が
あ
り
ま
し
た
。

　

「
業
者
の
連
絡
先
が
メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス
の
み
で
、
電
話
番
号

や
住
所
の
記
載
が
な
い
」「
受
け

付
け
メ
ー
ル
が
返
信
さ
れ
た

後
、業
者
と
連
絡
が
取
れ
な
い
」

「
記
載
さ
れ
た
電
話
番
号
が
使

わ
れ
て
い
な
か
っ
た
」「
説
明
画

面
で
は
選
べ
た
支
払
い
方
法

が
、
注
文
受
け
付
け
画
面
で
は

振
り
込
み
の
み
に
限
定
さ
れ
て

い
た
」「
記
載
さ
れ
た
住
所
を
調

伊勢市消費生活センター
予算額〔平成26年度〕
983万円（うち県補助金
572万９千円）

教
え
て

相
談
員
さ
ん
‼

伊
勢
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
☎
㉑
５
７
１
７
）

シ
リ
ー
ズ
消
費
生
活

模
倣
サ
イ
ト
に
ご
用
心
！
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シ
ー
の
侵
害
な
ど
。
こ
れ
ら
は

13
の
人
権
課
題
と
し
て
挙
げ
ら

れ
て
い
る
も
の
で
す
。
ま
た
、

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
風
評
被

害
、性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー（
少

数
者
）
へ
の
偏
見
な
ど
、
時
と

と
も
に
新
し
い
人
権
課
題
が
生

ま
れ
て
い
ま
す
。

　

人
権
と
は
、「
人
間
が
人
間

ら
し
く
生
き
る
権
利
で
、
生
ま

れ
な
が
ら
に
持
つ
権
利
」
と
言

え
る
で
し
ょ
う
。
人
権
が
守
ら

れ
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
、
生
死

に
関
わ
る
事
件
が
引
き
起
こ
さ

れ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
人
権
侵
害
に
よ
っ
て
、
一

つ
の
大
切
な
命
が
失
わ
れ
る
よ

う
な
こ
と
は
、
決
し
て
あ
っ
て

は
な
り
ま
せ
ん
。
日
常
の
何
げ

な
い
場
面
で
も
、
一
つ
の
言
動

が
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
す

の
か
、
よ
く
考
え
て
み
た
い
も

の
で
す
。

　

「
人
権
」
と
は
何
で
し
ょ
う

か
。
そ
う
問
わ
れ
て
す
ぐ
に
答

え
ら
れ
る
人
は
少
な
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、「
人
権
」

と
い
う
言
葉
を
直
接
使
わ
な
い

だ
け
で
、
日
々
の
ニ
ュ
ー
ス
や

周
り
の
人
と
の
会
話
の
中
で
見

聞
き
す
る
機
会
は
多
い
も
の
で

す
。

　

例
え
ば
、
職
場
に
お
け
る
女

性
差
別
、
学
校
で
の
い
じ
め
、

高
齢
者
へ
の
虐
待
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
悪
用
し
た
プ
ラ
イ
バ

一人ひとりが
輝くために

シリーズ人権

人権政策課（☎�５５４６）

日
常
か
ら
見
え
る
人
権

は
七
福
神
の
一
人
と
言
っ
た
ほ

う
が
分
か
り
や
す
い
で
し
ょ
う
。

　

小
坡
は
、
こ
だ
わ
り
の
な
い

笑
み
を
た
た
え
た
老
人
と
し
て

寿
老
人
を
描
い
て
い
ま
す
。
薄

墨
と
淡
彩
に
加
え
て
、
金
泥
で

淡
く
柔
ら
か
く
、
軽
や
か
に
描

く
さ
ま
は
、
歴
史
画
や
美
人
画

が
見
せ
る
華
麗
な
色
彩
と
は
違

う
、
小
粋
な
味
わ
い
を
た
た
え

て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
ご
来
館
い
た
だ
き
、
小

坡
の
個
性
の
知
ら
れ
ざ
る
一
面

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

土と

公こ

佐さ

登と

。
猿
田
彦
神
社
の
宮

司
の
長
女
と
し
て
生
ま
れ
、
22

歳
の
こ
ろ
、
京
都
へ
出
て
、
本

格
的
に
絵
の
勉
強
を
始
め
ま
し

た
。
同
じ
流
派
の
画
家
で
あ
っ

た
伊
藤
鷺ろ

じ
ょ
う城
と
結
婚
し
、
３
人

の
娘
に
恵
ま
れ
、
そ
の
後
も
、

妻
と
し
て
母
と
し
て
画
家
と
し

て
、
精
力
的
に
生
き
て
い
き
ま

し
た
。

　

や
が
て
小
坡
は
、
美
人
画
を

描
く
女
流
画
家
と
し
て
名
を
成

し
て
い
き
ま
す
。
大
正
時
代
に

は
、
女
性
の
何
げ
な
い
日
常
を

描
い
て
い
ま
し
た
が
、
昭
和
に

入
る
と
、
歴
史
や
文
学
に
登
場

す
る
女
性
を
テ
ー
マ
に
し
た
作

品
へ
と
移
っ
て
い
き
ま
し
た
。

歴
史
を
テ
ー
マ
に
し
た
代
表
作

が
「
伊
賀
の
つ
ぼ
ね
」、
文
学

的
主
題
を
代
表
す
る
の
が
源
氏

物
語
を
テ
ー
マ
に
し
た
「
秋
好

中
宮
図
」
で
す
。

　

新
し
く
公
開
す
る
「
寿
老
之

図
」
は
、
長
寿
を
授
け
る
神
と

し
て
知
ら
れ
る
寿じ

ゅ
ろ
う
じ
ん

老
人
が
主
人

公
で
す
。
長
頭
の
老
人
で
、
白

い
ひ
げ
が
長
く
垂
れ
、
つ
え
を

携
え
る
姿
で
、
し
ば
し
ば
鹿
を

伴
っ
て
描
か
れ
ま
す
。
日
本
で

　

新
春（
冬
）の
常
設
展
で
は
、

伊
藤
小
坡
を
代
表
す
る
同
館
所

蔵
品
の
「
烈
女
形か

た

な名
の
妻
」「
平

家
大
宰
府
落
」「
秋あ

き
こ
の
む
ち
ゅ
う
ぐ
う
ず

好
中
宮
図
」

「
伊
賀
の
つ
ぼ
ね
」「
幻
想
」「
乳め

の

人と

浅
岡
」が
展
示
さ
れ
る
ほ
か
、

新
し
く
収
蔵
さ
れ
た
「
寿じ

ゅ

ろ

う

の

老
之

図ず

」
が
お
披
露
目
さ
れ
ま
す
。

　

伊
藤
小
坡
は
、
本
名
・
宇う

治じ

伊勢まるごと

博物館

文化振興課内・伊勢まるごと博物館
ネットワーク会議事務局（☎�７８８５）

だより 28

　

今
回
は
、
伊
藤
小し

ょ
う
は坡
美
術
館

の
山
口
泰
弘
さ
ん
か
ら
の
情
報

提
供
で
す
。

開
催
期
間

12
月
23
日
㊗
～
３
月
15
日
㊐

新
春（
冬
）の
常
設
展

所 在 地　宇治浦田２丁目4-65
電話番号　�２５５４（猿田彦神社）
開館時間　９：30～16：00
休 館 日　月曜日
　　　　　（祝日の場合はその翌日）

入 館 料　一般　　　　　 300円
　　　　　大学生・高校生 200円
　　　　　小・中学生　　 100円

伊藤小坡美術館

寿老之図
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・
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

包
括
的
支
援
事
業
の
実
施
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
条
例（
仮

称
）

募
集
期
間　

12
月
15
日
㈪
〜
平

成
27
年
１
月
14
日
㈬（
必
着
）

提
出
資
格　

市
内
に
在
住
ま
た

は
通
勤
・
通
学
し
て
い
る
人
お

よ
び
利
害
関
係
者

提
出
方
法　

所
定
の
様
式（
任

意
で
も
可
）に
、
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
・
意
見
を
記
入
し
、

直
接
ま
た
は
郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
・

Ｅ
メ
ー
ル
で
同
課（
〒
516

－

8601

岩
渕
１
丁
目
７

－

29
、
FAX
⑳
８

５
５
５
、
ア
ド
レ
スkaigo@

city.ise.m
ie.jp

）へ

条
例
案
の
縦
覧

　

条
例
案
は
、
意
見
募
集
の
期

間
中
、
同
課
、
総
務
課
、
市
役

所
本
館
・
１
階
市
民
ホ
ー
ル
、

各
総
合
支
所
地
域
振
興
課
、
各

支
所
、
伊
勢
図
書
館
、
小
俣
図

書
館
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
い

せ
ト
ピ
ア
、
二
見
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
、
い
せ
市
民
活
動
セ
ン

タ
ー
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

ま
た
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
ま
す
。

ン
タ
ー
、
い
せ
市
民
活
動
セ
ン

タ
ー
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

ま
た
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
ま
す
。

　

指
定
介
護
予
防
支
援
事
業
所

お
よ
び
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
の
人
員
・
運
営
に
関
す
る
基

準
は
、
こ
れ
ま
で
厚
生
労
働
省

令
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
し
た

が
、
地
域
主
権
改
革
に
よ
り
介

護
保
険
法
な
ど
が
改
正
さ
れ
、

こ
れ
ら
の
基
準
を
市
が
条
例
で

定
め
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

条
例
案
作
成
の
参
考
と
す
る

た
め
、
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
募

集
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
条
例
案

・
指
定
介
護
予
防
支
援
等
の
事

業
の
人
員
及
び
運
営
並
び
に
指

定
介
護
予
防
支
援
等
に
係
る
介

護
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な
支

援
の
方
法
に
関
す
る
基
準
を
定

め
る
条
例（
仮
称
）

　

市
で
は
、「
第
２
期
伊
勢
市

環
境
基
本
計
画
」
の
策
定
を
進

め
て
お
り
、
計
画
案
が
ま
と
ま

り
ま
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り

意
見
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
期
間　

12
月
10
日
㈬
〜
平

成
27
年
１
月
９
日
㈮（
必
着
）

提
出
資
格　

市
内
に
在
住
ま
た

は
通
勤
・
通
学
し
て
い
る
人
お

よ
び
利
害
関
係
者

提
出
方
法　

所
定
の
様
式（
任

意
で
も
可
）に
、
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
・
意
見
を
記
入
し
、

直
接
ま
た
は
郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
・

Ｅ
メ
ー
ル
で
同
課（
〒
516

－

8601

岩
渕
１
丁
目
７

－

29
、
FAX
�
５

５
２
２
、
ア
ド
レ
スkankyo@

city.ise.m
ie.jp

）へ

計
画
案
の
縦
覧

　

計
画
案
は
、
意
見
募
集
の
期

間
中
、
同
課
、
総
務
課
、
市
役

所
本
館
・
１
階
市
民
ホ
ー
ル
、

各
総
合
支
所
地
域
振
興
課
、
各

支
所
、
伊
勢
図
書
館
、
小
俣
図

書
館
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
い

せ
ト
ピ
ア
、
二
見
生
涯
学
習
セ

提
出
資
格　

市
内
に
在
住
ま
た

は
通
勤
・
通
学
し
て
い
る
人
お

よ
び
利
害
関
係
者

提
出
方
法　

所
定
の
様
式（
任

意
で
も
可
）に
、
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
・
意
見
な
ど
を
記
入

し
、
直
接
ま
た
は
郵
送
・
フ
ァ

ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
こ
ど
も
課

（
〒
516

－

8601
岩
渕
１
丁
目
７

－

29
、
FAX
�
５
５
５
５
、
ア
ド
レ

スkodom
o@
city.ise.m

ie.jp

）

へ計
画
案
の
縦
覧

　

計
画
案
は
、
意
見
募
集
の
期

間
中
、
こ
ど
も
課
、
教
育
総
務

課
、
総
務
課
、
市
役
所
本
館
・

１
階
市
民
ホ
ー
ル
、
各
総
合
支

所
地
域
振
興
課
、
各
支
所
、
伊

勢
図
書
館
、
小
俣
図
書
館
、
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
い
せ
ト
ピ

ア
、二
見
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、

い
せ
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
で
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。
ま
た
、
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま

す
。

　

市
で
は
、「
伊
勢
市
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
事
業
計
画
」
の
策

定
を
進
め
て
い
ま
す
。こ
れ
は
、

平
成
27
年
度
か
ら
の
幼
児
期
の

教
育
・
保
育
や
地
域
の
子
育
て

支
援
事
業
の
計
画
を
示
す
も
の

で
す
。

　

こ
の
た
び
、
計
画
案
が
ま
と

ま
り
ま
し
た
の
で
、
次
の
と
お

り
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
期
間　

12
月
15
日
㈪
〜
平

成
27
年
１
月
14
日
㈬（
必
着
）

参加費などの記載のない
ものは無料

情 ーナーコ
報

募 

集

こ
ど
も
課（
☎
�
５
５
６
１
）

教
育
総
務
課（
☎
�
７
８
７
５
）

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業

計
画（
案
）へ
の
意
見
を
募
集

環
境
課（
☎
�
５
５
４
０
）

第
２
期
環
境
基
本
計
画（
案
）

へ
の
意
見
を
募
集

介
護
保
険
課（
☎
�
５
５
６
０
）

介
護
保
険
に
係
る
基
準
を

定
め
る
条
例
に
関
す
る
意

見
を
募
集
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健
康
づ
く
り
を
積
極
的
に
実
践

し
、
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
役
を
担

う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

　

法
テ
ラ
ス
三
重（
日
本
司
法

支
援
セ
ン
タ
ー
三
重
地
方
事
務

所
）
で
は
、
収
入
が
一
定
以
下

の
人
を
対
象
に
、
弁
護
士
に
よ

る
無
料
法
律
相
談
を
行
い
ま
す
。

と
き　

平
成
27
年
１
月
８
日

㈭
、
午
後
１
時
〜
４
時

と
こ
ろ　

市
役
所
本
館
・
２
階

広
報
広
聴
課
相
談
室

定
員　

６
人（
先
着
順
）

申
し
込
み　

電
話
で
法
テ
ラ
ス

三
重
へ

※
収
入
要
件
は
家
族
数
な
ど
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

※
申
込
時
に
収
入
状
況
な
ど
を

確
認
し
ま
す
。

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
、
い
つ
で

も
、
誰
で
も
で
き
る
手
軽
な
運

動
の
一
つ
で
、
体
に
大
き
な
負

担
を
か
け
る
こ
と
な
く
、
長
く

続
け
ら
れ
る
運
動
で
す
。

　

今
回
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
身
近

な
ヘ
ル
ス
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
案

内
役
と
な
り
ま
す
。

と
き　

平
成
27
年
１
月
16
日

㈮
、
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30

分（
雨
天
の
場
合
は
中
止
）

集
合
場
所　

福
祉
健
康
セ
ン
タ

ー
・
１
階
健
康
づ
く
り
広
場
前

対
象　

市
内
在
住
の
人

内
容　

高
柳
商
店
街
コ
ー
ス
の

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

定
員　

60
人（
先
着
順
）

持
ち
物　

運
動
の
で
き
る
服

装
・
靴
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物
、

傷
害
保
険
料
30
円
程
度

申
し
込
み　

電
話
ま
た
は
フ
ァ

ク
ス
で
同
課（
FAX
�
０
６
８
３
）

へ※
ヘ
ル
ス
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
は
、

と
き　

平
成
27
年
１
月
23
日

㈮
・
30
日
㈮
・
２
月
６
日
㈮
・

20
日
㈮
・
27
日
㈮
、
午
後
１
時

30
分
〜
３
時（
計
５
回
）

と
こ
ろ　

中
央
保
健
セ
ン
タ

ー
・
２
階

対
象　

市
内
在
住
の
74
歳
以
下

の
人
で
、
こ
れ
ま
で
参
加
し
た

こ
と
が
な
く
、
原
則
全
日
程
に

参
加
で
き
る
人

内
容　

生
活
習
慣
病
予
防
の
た

め
の
運
動
の
理
論
と
方
法
に
つ

い
て
の
お
話
、
ス
ト
レ
ッ
チ
や

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
を
取
り
入

れ
た
健
康
づ
く
り
体
操

定
員　

60
人（
先
着
順
）

持
ち
物　

運
動
の
で
き
る
服

装
・
靴
、
飲
み
物
、
バ
ス
タ
オ

ル
、
フ
ェ
ー
ス
タ
オ
ル
、
傷
害

保
険
料
50
円

申
し
込
み　

12
月
15
日
㈪
か

ら
、
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で

同
課（
FAX
�
０
６
８
３
）へ

試
験
日　

平
成
27
年
３
月
11
日

㈬試
験
場
所　

松
阪
高
等
学
校

試
験
内
容　

面
接
・
作
文

出
願
期
間　

２
月
24
日
㈫
〜
27

日
㈮
・
正
午

※
２
月
１
日
㈰
・
午
後
２
時
〜

３
時
30
分
に
、
学
校
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
。（
１
週
間
前
ま

で
に
電
話
予
約
が
必
要
）

　

高
血
圧
や
糖
尿
病
な
ど
の
生

活
習
慣
病
の
予
防
に
運
動
は
欠

か
せ
ま
せ
ん
。こ
の
教
室
で
は
、

音
楽
に
合
わ
せ
て
楽
し
く
体
を

動
か
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
運

動
を
始
め
ま
し
ょ
う
。

試 

験

松
阪
高
等
学
校

（
☎
０
５
９
８
・
３
０
・
５
３
０
０
）

松
阪
高
等
学
校

通
信
制
課
程
入
試

催
し
物

健
康
課（
☎
�
２
４
３
５
）

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
ク
ラ
ブ

健
康
課（
☎
�
２
４
３
５
）

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

ヘ
ル
ス
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と

健
康
課
の
共
同
企
画

法
テ
ラ
ス
三
重

（
☎
０
５
０
・
３
３
８
３
・
５
４
７
０
）

法
テ
ラ
ス
三
重

民
事
法
律
扶
助
相
談
会

と
き　

①
平
成
27
年
１
月
24
日

㈯
・
②
２
月
28
日
㈯
・
③
３
月

28
日
㈯
、
午
前
10
時
〜
正
午

と
こ
ろ　

伊
勢
リ
サ
イ
ク
ル
プ

ラ
ザ（
西
豊
浜
町
６
５
３
）

対
象　

伊
勢
市
・
明
和
町
・
玉

城
町
・
度
会
町
に
在
住
ま
た
は

通
勤
し
て
い
る
人

内
容　

Ｅ
Ｍ
ぼ
か
し
を
使
っ
て

生
ご
み
を
土
に
返
す
方
法
を
学

び
、
環
境
に
優
し
い
生
活
を
目

指
し
ま
す

定
員　

各
30
人（
先
着
順
）

※
１
家
族
１
人
に
限
り
ま
す
。

持
ち
物　

ふ
た
付
き
発
泡
ス
チ

ロ
ー
ル
箱（
縦
・
横
・
深
さ
の

合
計
が
70
㎝
以
内
）、
エ
プ
ロ

ン申
し
込
み　

①
１
月
９
日
㈮
・

②
２
月
10
日
㈫
・
③
３
月
10
日

㈫
か
ら
、
同
プ
ラ
ザ
へ

伊
勢
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

（
☎
�
２
８
０
０
）

Ｅ
Ｍ
ぼ
か
し
作
り
講
習
会

い
せ
ト
ピ
ア
ま
な
び
の
パ
ス
ポ
ー
ト

ス
タ
ン
プ
対
象
事
業
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観
光
文
化
会
館
の
駐
車
場

は
、
年
末
年
始（
12
月
29
日
㈪

〜
平
成
27
年
１
月
３
日
㈯
）
も

ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　

参
拝
や
買
い
物
な
ど
、
お
出

掛
け
の
際
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

利
用
時
間　

午
前
８
時
30
分
〜

午
後
10
時（
午
後
10
時
以
降
は
、

入
庫
は
で
き
ま
せ
ん
が
出
庫
は

可
能
で
す
）

利
用
料
金　

１
時
間
ま
で
は
２

０
０
円
、
１
時
間
を
超
え
４
時

間
ま
で
は
30
分
ご
と
に
50
円
加

算
、
４
時
間
を
超
え
る
と
30
分

ご
と
に
１
０
０
円
加
算（
午
後

10
時
以
降
に
出
庫
す
る
場
合
は

１
０
０
０
円
加
算
）

　

首
都
圏
在
住
の
若
者
を
対
象

に
、
三
重
県
内
で
の
就
職
を
支

援
す
る
セ
ミ
ナ
ー
を
東
京
都
で

開
催
し
ま
す
。
首
都
圏
在
住
の

ご
家
族
・
友
人
・
知
人
に
ぜ
ひ

ご
案
内
く
だ
さ
い
。

と
き　

12
月
22
日
㈪
、
午
後
３

時
〜
７
時

と
こ
ろ　

三
重
テ
ラ
ス
・
２
階

多
目
的
ホ
ー
ル（
東
京
都
中
央

区
日
本
橋
室
町
２
丁
目
４

－

１
）

対
象　

首
都
圏
在
住
で
三
重
県

内
で
の
就
職
を
希
望
す
る
若
者

（
学
生
・
既
卒
は
問
い
ま
せ
ん
）

内
容　

講
演
「
三
重
県
企
業
の

魅
力
を
お
届
け
し
ま
す
！
」
浜

田
吉
司
さ
ん（
株
式
会
社
マ
ス

ヤ
社
長
）、
県
内
企
業
の
担
当

者
と
本
音
で
話
せ
る
・
聞
け
る

座
談
会

申
し
込
み　

電
話
ま
た
は
Ｅ
メ

ー
ル
で

同
課（
ア
ド
レ
ス

oshihiro@
pref.m

ie.jp

）へ

対
象　

伊
勢
市
・
明
和
町
・
玉

城
町
・
度
会
町
に
在
住
ま
た
は

通
勤
し
て
い
る
人

定
員　

各
15
人（
先
着
順
）

参
加
費　

各
２
０
０
円（
材
料

費
）

申
し
込
み　

教
室
開
催
日
の
１

カ
月
前
か
ら
前
日
ま
で
に
、
電

話
で
同
プ
ラ
ザ
へ

　

ご
み
減
量
の
啓
発
を
目
的

に
、
次
の
と
お
り
リ
サ
イ
ク
ル

教
室
を
開
催
し
ま
す
。

と
き
・
内
容　

左
表
の
と
お
り

と
こ
ろ　

伊
勢
リ
サ
イ
ク
ル
プ

ラ
ザ（
西
豊
浜
町
６
５
３
）

い
せ
ト
ピ
ア
ま
な
び
の
パ
ス
ポ
ー
ト

ス
タ
ン
プ
対
象
事
業

伊
勢
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

（
☎
�
２
８
０
０
）

も
っ
た
い
な
い
教
室

もったいない教室

※いずれも時間は、午前10時～正午です。
※詳しくは、申し込み時にお知らせします。

開催日 教　　　室　　　名
１月10日㈯ ＥＭ石けん作り

１月11日㈰ 布ぞうり作り

１月17日㈯ 牛乳パックで椅子作り

１月25日㈰ 手芸・小物教室（健康おじゃみ作り）

２月１日㈰ 手芸・小物教室（健康おじゃみ作り）

２月14日㈯ 布のリサイクル教室（おひな様作り）

２月21日㈯ 新聞紙でコサージュ作り

２月22日㈰ 手芸・小物教室（健康おじゃみ作り）

３月１日㈰ 手芸・小物教室（健康おじゃみ作り）

３月７日㈯ ＥＭ石けん作り

３月８日㈰ 布ぞうり作り

３月14日㈯ 布のリサイクル教室

３月21日㈷ 牛乳パックでペン立て作り　　　

３月22日㈰ 手芸・小物教室（健康おじゃみ作り）

三
重
県
雇
用
対
策
課〔
お
し
ご
と
広

場
み
え
〕（
☎
０
５
９
・
２
２
２
・

３
３
０
０
）

三
重
テ
ラ
ス

Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
セ
ミ
ナ
ー

お
知
ら
せ

観
光
文
化
会
館（
☎
�
５
１
０
５
）

観
光
文
化
会
館
駐
車
場
の

年
末
年
始
利
用

　

休
日
・
夜
間
応
急
診
療
所
で

は
、
日
曜
日
に
小
児
科
を
診
察

し
て
い
た
だ
け
る
医
師
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

　

医
師
の
知
人
が
い
る
人
は
、

こ
の
募
集
の
旨
を
お
伝
え
い
た

だ
き
、
小
児
科
医
師
の
確
保
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

勤
務
日
時　

日
曜
日
、
午
前
10

時
〜
午
後
５
時（
正
午
〜
午
後

１
時
を
除
く
）

※
都
合
の
つ
く
日
だ
け
で
も
構

い
ま
せ
ん
。

※
詳
し
く
は
、
同
課
へ
問
い
合

わ
せ
る
か
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

健
康
課（
☎
�
２
４
３
５
）

小
児
科
医
師
を
募
集
中

休
日
・
夜
間
応
急
診
療
所
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計
画
的
な
休
暇
の
取
得
の
た

め
に
、
事
業
場
全
体
の
年
間
計

画
に
年
次
有
給
休
暇
を
組
み
込

み
ま
し
ょ
う
。

　

三
重
労
働
局
で
は
、
労
働
時

間
・
休
日
な
ど
の
見
直
し
に
か

か
る
相
談
や
助
言
を
行
う
た

め
、「
働
き
方
・
休
み
方
改
善

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
」
を
配
置
し

て
い
ま
す
。
資
料
提
供
や
、
事

業
場
へ
の
個
別
訪
問
、
研
修
会

の
講
師
な
ど
を
無
料
で
行
い
ま

す
の
で
、
気
軽
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

　

年
次
有
給
休
暇
の
取
得
は
、

家
族
と
ふ
れ
あ
う
時
間
や
趣

味
・
旅
行
な
ど
に
利
用
す
る
時

間
を
確
保
し
て
心
身
を
リ
フ
レ

ッ
シ
ュ
す
る
た
め
に
、
ま
た
、

労
働
意
欲
の
維
持
を
図
る
た
め

に
、
大
き
な
意
義
が
あ
る
も
の

で
す
。

　

休
暇
の
取
得
促
進
に
向
け
て

は
、
労
使
が
協
力
し
て
取
り
組

む
こ
と
が
必
要
で
す
。
具
体
的

に
は
、
①
経
営
の
ト
ッ
プ
に
よ

る
休
暇
取
得
推
進
の
呼
び
掛

け
、
②
管
理
者
の
率
先
取
得
、

③
労
働
組
合
な
ど
に
よ
る
企

業
・
従
業
員
へ
の
働
き
掛
け
、

な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

同
会
議
所
で
は
、
三
重
県
よ

ろ
ず
支
援
拠
点
か
ら
派
遣
さ
れ

る
専
門
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に

よ
る
経
営
相
談
を
行
っ
て
い
ま

す
。気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

と
き　

毎
月
第
３
火
曜
日
、
午

後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分（
相

談
時
間
は
１
人
１
時
間
）

と
こ
ろ　

伊
勢
商
工
会
議
所
・

３
階
中
小
企
業
相
談
所

対
象　

中
小
企
業
者

内
容　

売
り
上
げ
拡
大
・
創
業
・

経
営
改
善
な
ど
経
営
に
関
す
る

相
談

定
員　

３
人（
先
着
順
）

申
し
込
み　

事
前
に
同
会
議
所

へ 伊
勢
商
工
会
議
所（
☎
�
５
１
５
５
）

三
重
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点

無
料
経
営
相
談

事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

三
重
労
働
局
監
督
課

（
☎
０
５
９
・
２
２
６
・
２
１
０
６
）

年
次
有
給
休
暇
の
計
画
的

取
得
を

伊勢市空き家等の適正管理に関する
条例概要（案）への意見募集中止のお詫び
　「広報いせ」12月１日号・23ページに掲載しました「伊勢市空き家等の適正管
理に関する条例概要（案）への意見を募集」の記事について、「空家等対策の推進
に関する特別措置法」が11月19日に成立したことから、条例を法律に基づいた
内容とする必要が生じたため、条例概要（案）への意見募集は中止することとなり
ました。
　「広報いせ」12月１日号の訂正に間に合わず、中止のお知らせが遅れましたこ
とについて、お詫び申し上げます。

都市計画課（☎�５５９２）

広
告
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時12月22日㈪、18：00～（集合時間は17：00）　所賓
日館前～夫婦岩　内今年12月22日は、太陽が復活す
る日といわれる「冬至」と、月が復活する日といわ

れる「新月」が重なる「朔
さくたん

旦冬至」の日です。おお

よそ20年に一度訪れる「朔旦冬至」を祝い、夫婦岩
まで提燈行列をします。　定50人（先着順）　申住
所・氏名・性別・年齢・電話番号を、郵送またはフ

ァクスで同実行委員会（〒516-0017神久１丁目
1-16、FAX26-1126）へ
※自前の提燈を持っている人は持参してください。

※希望者に紅白提燈をプレゼントします。

時12月24日㈬、19：00～20：00　所日本キリスト教
団山田教会（岩渕１丁目6-32）　内ろうそくの灯のも
とで、ハンドベルの演奏を聞きながら、楽しいクリ

スマスソングを皆で歌います。　定120人（先着順）

浄
じょうあん

闇の夫婦岩提
ちょうちん

燈行列

クリスマスキャンドルサービス

　このコーナーは、国・県・市または教育委員会が共催・後援などをす
るイベント情報を案内するコーナーです。参加費などの記載のないもの
は無料です。

　このコーナーは、市民団体の皆さんが、イベント案内
や会員募集などに利用できるコーナーです。参加費など
の記載のないものは無料です。

イベント掲示板

みんなの広場

伊勢与
よいちおきな

市翁顕彰実行委員会事務局　　　
（☎25-1126〔汐湯・おかげ風呂舘旭湯〕）

日本キリスト教団山田教会（☎28-4420）

時12月28日㈰、14：00～　所生涯学習センターいせ
トピア・多目的ホール　内合唱団プラチナ2000（混
声４部合唱）の合唱演奏。「こころ」をテーマに、「混

声合唱とピアノのための『花に寄せて』」など十数

曲を披露します。　料500円

合唱団プラチナ2000 第５回演奏会
合唱団プラチナ2000・牛場さん（☎090-9907-3445）

時12月27日㈯、14：00～　所いせ市民活動センター
北館（いせシティプラザ）・２階多目的ホール　内伊
勢市出身ピアニスト・西井葉子によるピアノコンサ

ート　定150人（先着順）　料一般…前売り3,000円・
当日3,500円、高校生以下…前売り1,500円・当日
2,000円

西井葉子ピアノコンサート
エルブ企画（☎080-3652-2945）

時とき 　所ところ　 対対象 　内内容 　定定員
料料金 　申申し込み

２月15日号＝12月26日㈮　３月１日号＝１月15日㈭

イベント掲示板・みんなの広場

掲載申し込み締め切り

広
告有料広告募集中有料広告募集中

　広告の規格や申し込み方法など、詳しくは
広報広聴課（☎㉑5515）へ問い合わせるか、
市のホームページをご覧ください。

※これらの広告は企業広告であり、市が広告主
　や商品などを推奨するものではありません。
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年末年始の業務案内
12月 １月

23
日
㈷

24
日
㈬

25
日
㈭

26
日
㈮

27
日
㈯

28
日
㈰

29
日
㈪

30
日
㈫

31
日
㈬

１
日
㈷

２
日
㈮

３
日
㈯

４
日
㈰

５
日
㈪

６
日
㈫

７
日
㈬

８
日
㈭

市役所・各総合支所・各支所 － ○ ○ ○ － － 休 休 休 休 休 休 － ○ ○ ○ ○

燃えるごみの収集
清掃課（☎�１４４３）

※月・木地区は12月29日㈪に、火・
金地区は12月30日㈫に、臨時
収集を行います。

月・木地区

－ － ○ － － － 臨時
収集 休 休 休 休 休 － ○ － － ○

火・金地区

－ － － ○ － － 休 臨時
収集 休 休 休 休 － － ○ － －

資源ステーションでの資源物収集
（各地区指定日）

清掃課（☎�１４４３）
各地区のごみカレンダーをご参照ください。

資源拠点ステーション　
清掃課（☎�１４４３）

伊勢中央、宇治、船江、中島、城田、佐八、明倫、厚生、神社、早修、 
いせトピア、二見、御薗、小俣、明野

○ ○ － － ○ ○ 臨時 
開場

臨時 
開場 休 休 休 休 ○ － － ○ －

宮本、沼木、大湊、北浜

－ ○ ○ ○ － ○ 休 休 休 休 休 休 ○ ○ ○ ○ ○

伊勢廃棄物投棄場
清掃課（☎�１４４３） － － － － － － 休 休 休 休 休 休 － ○ ○ － －

小俣廃棄物投棄場
清掃課（☎�１４４３） － ○ － － － － 休 休 休 休 休 休 － － － ○ －

清掃工場
清掃工場（☎�１２１８）

（受入時間…８：30～12：00、
　　　　　 13：00～16：45）

－ ○ ○ ○ － － 臨時 
開場

臨時 
開場 休 休 休 休 － ○ ○ ○ ○

リサイクルプラザ
リサイクルプラザ（☎�２８００） ○ ○ ○ ○ 休 休 休 休 休 休 休 休 休 ○ ○ ○ ○

し尿くみ取り
問い合わせは各くみ取り業者へ
※申し込みは早めにお願いします。

伊勢市清掃㈱、山田清掃㈲、㈲近代清掃社、中南勢清掃㈲、小俣衛生、
㈱南部清掃、㈲度会玉城衛生、㈱松本清掃

－ ○ ○ ○ ○ － ○ 休 休 休 休 休 休 休 ○ ○ ○

㈲鳥羽産業

－ ○ ○ ○ － － ○ 休 休 休 休 休 休 ○ ○ ○ ○

火葬場　　　   斎場（☎�５１２０） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 休 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

離宮の湯   離宮の湯（☎�０５４８） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ 休 休 ○ ○ ○ － ○ ○

伊勢図書館
　伊勢図書館（☎�００７７） ○ － ○ ○ ○ ○ 休 休 休 休 休 休 休 ○ ○ － ○

小俣図書館
　小俣図書館（☎�３９００） － ○ ○ ○ ○ ○ 休 休 休 休 休 休 休 ○ － ○ ○

伊勢総合病院
伊勢総合病院（☎�５１１１） － ○ ○ ○ － － 休 休 休 休 休 休 － ○ ○ ○ ○

自動交付機
戸籍住民課（☎�５５４７） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 休 休 休 ○ ○ ○ ○ ○

おかげバス
　交通政策課（☎�５５９３） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 休 休 休 ○ ○ ○ ○ ○

沼木バス
交通政策課（☎�５５９３） － ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ 休 休 休 － ○ ○ ○ ○

水道
道路からの漏水を発見したときは、水道管理センター（☎�３３６０）へ連絡してください。
　水道メーターから蛇口までの修繕を希望する場合は、伊勢市指定給水装置工事事業者へ申し込んでください。

年末年始による休業日休

定休日－

通常業務日○
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伊勢市情報戦略局広報広聴課
〒516-8601
伊勢市岩渕１丁目７番29号
TEL 0596-21-5515
FAX 0596-22-9699
Eメール ise-koho@city.ise.mie.jp

この広報紙は、再生紙を使用しています。広報いせ発行事業費〔平成26年度予算〕 　　2,900万円（24回分）

発行日／平成26年12月15日
発　行／伊勢市
編　集／情報戦略局広報広聴課
印　刷／千巻印刷産業株式会社

広報いせ 第155号 「広報いせ」では、財源を確保
するため、一部のページに企業
広告を掲載していますが、これ
らは市が広告主や商品を推奨す
るものではありません。

伊勢市
携帯サイト

パソコン http://www.city.ise.mie.jp
携帯 http://www.city.ise.mie.jp/m/

ご利用
ください

24時間電話相談サービス

伊勢市健康医療ダイヤル24

心や体の
健康などについて相談したいとき

健康課（☎㉗２４３５）

日頃から、かかりつけの医師を決め、気になる症状がある場合は、
かかりつけ医の診療時間内に受診しましょう。

■左表以外の診療を受けたいときは、次の電話・ホー
ムページで受診可能な医療機関の情報が得られます。

　〈救急医療情報システム〉
　◎三重県救急医療情報センター
　　　☎㉘１１９９〔コールセンター〕
　　　☎0800-100-1199〔音声自動案内〕
　◎医療ネットみえのホームページ
　　　パソコン版　http://www.qq.pref.mie.lg.jp/
　　　携帯電話版　http://www.qq.pref.mie.lg.jp/k/
■子どもの急な病気や事故・薬に関する医療関係者に
よる電話相談を受け付けています。
　◎みえ子ども医療ダイヤル
　　　☎#8000、☎059-232-9955
　　　相談時間　毎日、19：30～翌日8：00

休日・夜間に医療機関を受診したいときは
休日・夜間応急診療所へ

問い合わせ先　内科・小児科（☎㉕８７９５）
　　　　　　　歯科（☎㉗０８２９）

診療科目 診療日時 診療体制

内科・

小児科

月～土曜日 19：30～22：00 内科医１人

日曜日・祝日

12/31～1/3

10：00～12：00
13：00～17：00 内科医・小児

科医各１人
19：30～22：00

歯科
日曜日・祝日

12/31～1/3
10：00～12：00
13：00～17：00

歯科医１人

　市民の皆さんが、心や体の健康などについて気軽

に相談できるよう、医師・看護師・保健師などが年

中無休・24時間体制で、無料電話相談を行ってい

ます。

　健康・医療に関することや、育児・介護・メンタ

ルヘルスなどについて、気軽にご相談ください。

◎利用時の注意点
・携帯電話からも利用できます。

・サービスを利用できるのは、伊勢市内在住者です。

・国外に関する相談などは受けられません。

・利用者の状況や相談内容により、相談を制限・停止する場合

があります。 
・曜日や時間帯によって電話が混み合う場合は、時間を置いて

かけ直してください。

・プライバシーは厳守されますので、安心してご利用ください。

（生命の危険があるなど、守秘の限界を超える場合を除く）

・このサービスは、民間業者に業務委託をして運営しています。

●夜中に赤ちゃんが熱を出した…どうしよう？
●けがの応急手当て方法を教えて！
●ストレスがたまって精神的にまいっている
●家族の介護のことで相談したい
●夜間・休日などに受診できる医療機関を教えて

など

通話料無料・24時間受け付け・年中無休

こんなときにご相談ください
医師・看護師・保健師などが対応します

0000-000-000


